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同年10月 東京市上野公園内に鉄筋 コンクリー ト造,半地階2階建,延面積1,192㎡の
建物1棟 を起工 した。










同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物 「美術研究」を創
刊した。
同年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向う5

















同年7月 ～8月 酒田市本間家倉庫に疎開 した図書資料を爆撃の危険を避けるため,




















められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部,庶 務室が置かれた。(昭 和25年8.月29日
から適用)
同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年文化財保護委員会規則 第4


































同年11月2日 所長および庶務課は,本 館から保存科学部庁舎の1階 に移転した。















































































彦(昭 和5.6.28一 昭 和6.11.25)
雄(昭 和6.11.25一昭 和1α6.1)
作(昭 和1α6.1一 昭 和11.6.22)
雄(昭 和11.6.22昭 和17.6.29)
蔵(昭 和17.6.29一昭 和22.8.16)
蔵(昭 和22.&16一 昭 和23.5.11)
男(昭 和23.5.11一昭 和24.8.31)
一(昭 和24.8.31一昭 和27.4.1)
雄(昭 和27.4.1一 昭 和28.11,1)
松(昭 和28.11.1一昭 和4α4.1)






























































区 分 46年 度 47年 度
指 定 職 1 1
所 長 1 1
行 政 職(→ 13 13
課 長 1 1
課 長 補 佐 1 1
係 長 2 2
専 門 職 3 3
主 任 一 1
一 般 職 員 6 5
行 政 職 仁ゴ 1 1
技能・労務職員 1 1
研 究 職 32 31
部長等研究員 8 9
室長等研究員 8 9
研 究 員 16 13
































































































































































庶 務 課 ・保 存 科 学 部
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一般 研究 奨励研究 総合研究 合 計




























一 般 研 究
C




?1研 究 活 動
V研 究活動及び事業
(11美 術 部
美術部は 日本 ・東洋の古美術,日本の近代 ・現代美術とこれらに関連のある西洋美
術についての基礎的調査と専門的研究を行ない,そ の成果を公表するとともに,美術
に関する研究資料を作成,収 集,整 理し,これらの資料を一般研究者の利用にも供し,












































お,機 関誌 「美術研究」は本年度分281号から286号まで6冊 を,「 日本美術年鑑」
は47年版を刊行 した。




























































' 猪川 和子(第 一研究室)
〔1〕飛鳥 ・奈良時代彫刻史の研究


























































〔皿〕 日本近代美術の発逮に関する明治前 ・中期の基礎資料の調査研究(特 別研究)
























〔皿〕 日本近代美術の発達に関する明治前 ・中期の基礎資料の調査研究(特 別研究)
〔Ⅳ〕 現代美術の動向についての調査






















































































宮 次 男(主 任研究官)
〔1〕南北朝～室町時代の絵巻遺品について調査を行い,特 に久保家蔵西行物語絵巻





〔皿〕 前年につづき,大和絵肖像画について文献 ・遺品両面から検討を加え,大 和絵
肖像画の発生について考察を進めた。









皿の尊像別の研究としては,上 記の諸像のほかに,京 都善峰寺,革 堂,大 阪法案寺
大念寺,和 歌山粉河寺の諸像を調査した。
田実 榮子(第 一研究室)
研究題目の中,特 に力を注いでいる 「近世初期染織品の研究」は,前 年度三つの科
学研究費を受けて頻繁に行 った実物調査及び写真撮影の整理を行うことに主力をおき.
なお研究を進めた。
「小袖の研究」は,前年度一般書として至文堂か ら 「小袖」を出版 したが,機 会あ
るごとに調査 ・研究を進めており,遠か らず専門の研究書にまとめたいと努力してい
る。
















研究題 目 〔皿〕及び 〔皿〕に関 しては,前 年度に引続き,調査並びに資料の蒐 集につと
めた。






〔皿〕 明治前期における古美術調査の実態は,未 だ明らかにされていないが,こ れを
うめるに極めて貴重な資料である蜷川弐胤 日記,今泉雄作日記等につき調査を
すすめた。
〔皿〕 皿については,諸 展観,出版物等について調査並びに資料蒐集を行い,現 代美
術の動向把握につとめる。
,











〔1〕に関 しては,萬 鉄五郎に関する調査をほぼ終了したので,村 山椀多,関 根正二
の関係文献の調査を続行中である。











江 上 緩(資 料室)
47年3月から5月にかけて,米国所在の博物館その他(ボ ス トン美術館,メ トロポ






















D主 要 研 究 業 績

































































鹿 島 研 究 所 出 版 会47・5
眞要 文 化 財 付 録248・1


























三 一 書房 「美 の 旅 日本 史 」48・1
三 一書房 「美 の 旅 日本 史 」48・1
古美 術404.8・3
美 術 部研 究会47・10
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月 刊 文 化 財11448・3
秋山 光和(第 一研究室)研 究員(併)







④ 紫式部日記絵巻(日 野原家本)に ついて 美術部研究会47・11
中村伝三郎(第 二研究室長)







ア ー ト ・ トッ プ47・5
サ ンケイ 新 聞47・5
商 店 建 築20647・12
進 藤 隆 夫 画 集48・2
東 京 芸 大 彫刻 科47・11
現 代L:芸東京 会47・11





関 千 代(主 任研究官)
① 上村松園(近 代の美術12)至 文堂47・9r
②芳崖の写生帳 上 一 「奈良官遊地取」について一 美術研究28648・3

















③世界美術小辞典 日本編 ・絵画(近 代)
⑤西欧啓蒙主義と洋風表現
⑥新製作他公募展評
⑥ 「現代の眼一近代 日本の美術か ら」展評
朝 日新 聞47・5
月 刊文 化 財10447・5























芸 術 新 潮27748・1
芸 術 新 潮27&27948・2
美術 部公 開 学 術 講座47・10















































③万有百科辞典 ・美術(項 目解説) 小学館48・1




芸能部は,演劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・郷土芸能研究室の三室より成 る。
演劇研究室においては,日本古典演劇(主 として歌舞伎 ・人形浄瑠璃などの近世演
劇)を,音 楽舞踊研究室においては,日本古典音楽及び日本古典舞踊(雅 楽 ・声明 ・
平曲 ・能 ・邦楽・邦舞など)を,郷 土芸能研究室においては,全 国各地に分布して伝
統芸能の源流や展開の過程を示す民俗芸能を,それぞれの研究対象とする。
各室の研究目標としては,以 上の諸芸能の理念 ・構造 ・技法 ・技術及びその継承保








演劇研究室においては,(1洛地の大学 ・図書館所蔵の演劇資料の調査 ・撮影 ・整理
















別に,音楽舞踊 ・郷土芸能の各研究室においては,安 原コレクション邦楽 レコー ド
の整理を続け,そ れぞれ 「音盤目録」皿・IVの刊行の準備を進めた。
なお,各研究室は人員寡少のため,随 時,他 の研究室録の応援参加によって作業を
進め,「芸能の科学」4と して 「芸能資料集」皿を刊行 した。
B研 究 題 目
浦山 政雄(芸 能部長)
〔1〕近世戯曲の系統的研究
歌舞伎脚本 ・浄瑠璃丸本 ・役者評判記 ・番付類の基礎資料により,近 世戯曲の
歴史的変遷を系統別に検討する。
〔皿〕 歌舞伎演出史の研究










宮本 瑞夫(演 劇研究室)研 究員(非)
〔1〕地方芸能文化史における舞台の研究
全国に分布する農村舞台のうち,と くに人形芝居 ・歌舞伎芝居など近世劇舞
台の変遷 ・現況を明らかにし,あわせて,そ の伝承芸能 ・文献資料を調査す
る。
〔皿〕 近松周辺の浄瑠璃作者の研究
近松の周辺作家について,そ の伝記 ・作品 ・方法の研究。とくに西沢一風の
浄瑠璃作品の調査研究。
〔皿〕 享保期歌舞伎の研究



























































C研 究 ・ 調 査 活 動(昭47・4～ 昭48・3)
浦山 政雄(芸 能部長)
近世戯曲の系統的研究のため,天 理大学図書館 ・阪急学園池田文庫などの歌舞伎台












農村舞台の研究のため,愛知県常滑市 ・同県知多郡美浜町 ・岐阜県高山市 ・東京都
板橋区などの近世劇舞台およびその芸能を調査 ・記録 した。
近松周辺の作家研究のため,実践女子大図書館,日 大図書館 ・天理図書館 ・演劇博
物館 ・東京国立博物館 ・東洋文庫 ・大阪府立図書館 ・鶴舞図書館 ・大谷図書館 ・彰考
館などで,主 として浄瑠璃本の調査 ・写真撮影を行なった。
享保期歌舞伎の研究のため,役 者評判記により,市山助五郎 ・嵐小六の芸評カー ド
を作成 ・整理した。




各宗派声明 ・寺院行事の研究については,東大寺 ・法華寺 ・中宮寺 ・法輪寺 ・岩戸
寺 ・毛越寺 ・延暦寺等について調査を行ない,ま た,東 ・西本願寺 ・四天王寺 ・金剛




度は,朝 日ソノラマレコー ド「お水取り一東大寺修二会一」の製作監修,お よび解説
を行なった。東大寺修二会と関連して,悔過会を中心に,全国主要古寺の法要行事の
調査を行ないつつある。本年度は,中 宮寺修二会 ・法輪寺修二会 ・岩戸寺修正会 ・長
谷寺修二会についての調査を行なった。
また,延暦寺の主要行事の調査を,44年度か ら実施 しているが,本 年度は,御 修法
・恵心講 ・辰張忌について調査を行なった。




松 本 雍(音 楽舞踊研究室)研究員(非)







子舞,与 那国島の歌謡,組 踊等の芸能を調査 し,撮影 ・録音を行なった。











































近 世 文 芸2047・4
ホ ー ムキ ンダ ー47・10
まつ り2047・10
キ ンダ ー ブ ック48・1
近 松 の 会47・5
47.9岩 波 書 店
48.2






芸 能 の 科 学448・3
文 化学 院47・10
日本 文 化 研 究 国 際会 議47・11
朝 日 ソノ ラマ47・3
佐藤 道子(音 楽舞踊研究室)
③お水取り 朝 日ソ ノ ラ マ46・5
39
「一一一一　 一
⑥ レコー ド「お水取 り一東大寺修二会一」監修 ・解説(共)朝 日ソノラマ47・3























能 一研 究 と評 論 一47・12
芸 能 の科 学448・3
月 曜 会例 会47・4




















































E科 学 研 究 題 目
(W予算2科学研究費補助金交付決定額の項参照)
(31保存 科学部
文化財の材質 ・構造 ・技法の科学的研究,並 びに文化財のおかれている保存環境の
科学的研究を行ない,こ れを基盤として文化財の保存と修復に関する技術的研究をし
ている。換riすれば,文 化財のrl然科学的研究,文化財を資料とする科学技術史的研
究,文 化助の保存と修理のための科学技術の応用研究の 涛 面がある。












どると規定ざれている。文化財rl身の構造 ・強弱 ・安定等研究のため,力 学的試験を
41
















を,(i版絵 ・彩色木.L品・漆芸品.(2紙布に描かれた絵画,(3比器 ・陶磁器 ・金L品
石造物の三種類に概ね分けることができる。調査研究は,現地へ幽張する場合と,保
























































遺物の占墳内や地 トでの埋蔵環境と埋蔵時(ヒ 壌,地 卜水など)出 上後(空

















〔Ⅳ〕 放射線照射で劣化 させた絹,紙 を試料とする保存処置に関する研究









































































縄文,弥生,古 墳時代の漆芸品について材質,技 法,施iL程 を研究する。
〔IV〕障壁画の技法に関する研究(共)
特別研究 「書院造等障壁画保存の科学的調査研究」の一部 を分担 し,絵画の
技法,襖 の製法について調査する。






























調査会に参加し,石室内外の温湿度 ・炭酸ガス ・酸素濃度の測定,微 生物の採取,壁










































を始め徳勝寺(大垣市),高徳院(鎌 倉市),三 渓園(横 浜市),47年11月より厳島神
社(広 島県),桃 山陵墓(京 都市)を加えてイオウ酸化物,窒 素酸化物を測定,続 行
中。又,保 存科学部屋L,実 験室,収 蔵庫等内外の浮遊ふんじんを測定し,その挙動
を検討 した。
特別研究に関して前年度の二条城,智 積院,妙蓮寺に南禅寺,天 球院,西 本願寺を











京 都市立美術館収蔵庫,森 の美術館,栃 木県立美術館,九州歴史資料館等新設の美
術館の収蔵庫,展示室の保存環境の調査および指導ならびにその応用研究を試みた。また
文化庁後援などの特別展で文化財等の一時的展観をする場合の好適保存環境の調整を















































軸 僻 の髄 のための酬 出張(イ タリア,・ ランス)73・1
中里 寿克(修 理技術研究室)
・F安鎌倉漆芸品の調査
唐草文錫平文経箱(東 博蔵),蝶 蒔絵鏡箱(東 博蔵)を 調査し,稲荷山経塚出土の
砂金(束 博蔵)に ついても蒔絵粉との関連において調査した。又法隆寺献納I」物の
塊鉢 について再調査し,修復施工法について助言を行ない唐花文螺hll礼盤,蓮花倣蒔















茂 木 曙(修 理技術研究室)








D主要研究業績(購 蠣 麟 放送霧:糊
●
量 石 健 三(保 存 科学 部 長)
●TheFineArtsMuseumatExpo'7p,Osaka.
Conservationtechniques.(共著)Museum(UNESCO)XXIV47
② 国 宝 如 庵 及 び法 隆 寺 旧 富貴 寺 羅 漢 堂 のX線 に よ る調 査(共 著)
保 存 科学1048・3
② 傾 斜地 古墳 内 での 流 水 に 関 す る考 察 保 存 科学1148・3
② 減圧 滅 菌機 の湿 度 調 節(共 著)保 存 科学1148・3
朕 術品の展示 ・保管に必要な環境 設備婬 理1§:1
































































































E科 学 研 究 費 題 目
(本年度科学研究費補助金交付なし)























































































































芳崖の写生帳 上 一 「奈良官遊地取」について一
敦煙本幡画仏伝図考(下)
B日 本美術年鑑
田 実 栄 子
関 千 代
上 野 ア キ
昭和11年10月創刊,毎年1冊(た だ し昭和19年～21年版および昭和22年～26年版は
り
各1冊)出 版 し,昭和48年3月昭和47年版を刊行した。内容は,毎 年1月 から12月ま









秋山光和,柳沢孝の2名 に鈴木敬三氏(国 学院大学教授)の 協力を得て,漸 く上梓の
運びとな?・ 当研究所の監修として鹿島出版会から5月に刊行された。原色写真は美
術部市川和正の撮影にかかる。研究篇では序章扇面法鰹経の現状(秋 山 ・柳沢),第
1章扇面法 華経の絵画(秋山),第2章 扇面法華経冊子の風俗(鈴木) ,第3章 扇面
法華経冊子の成立をめぐる諸問題(柳沢)に わた って 考察 し,図 版解説(共 同執筆)
のほか,各 帖一覧と文献目録とを収め,な お口絵には特殊写真(拡 大,カ ラー顕微鏡
,X線など)な どの図版を掲げた。




三隅治雄 ・仲井幸二郎 ・中村茂 子






おける合成樹脂応用の開発 ・・・・・・・・・・・・・・… 関 野 克
文化財保存に於ける人工木材の応用 ・・・・・・・・・・・… 岩 崎 友 吉
厳要文化財旧富貴寺羅漢堂の保存処置に関する計画 ・算定 ・… 茂 木 曙
国宝如庵及び法隆寺旧富貴寺羅漢堂のX線 による調査 ・… 石川陸郎 ・登石健三
木造建造物化粧部材の保存と修復における合成樹脂の応用 ・… 樋 口 清 治
旧富貴与羅漢堂遺材の科学保存処置 ・・・・・・・・・・・… 中 里 寿 克




出土遺物の変壊生成物について 江 本 義 理
傾斜地古墳内での流水に関する考察 登 石 健 三
減圧滅菌機の湿度調節 新井英夫 ・登石健三
油絵の保存について(第1報)見 城 敏 子
(アマニ油および塗膜の温湿度,紫 外線照射の雰囲気の影響)
中尊寺金色堂漆芸部材の修理(上)中 里 寿 克
困宝 ・重要文化財建造物の蟻害緊急調査 一千葉県蟻害調査を中心として一
森八郎 ・新井英夫・町田和江 ・小川智磯 ・鳥塚 伝蔵 ・富松恒博
公害による文化財の被害調査 門 倉 武 夫
出羽三山神社合祭殿内杉戸彩色保存処置 茂 木 曙





































































































美術研究索引 第1号 ～第100号 同16

















































































































































































2西 欧啓蒙主義と洋風表現 陰 里 鉄 郎
江戸後半期の洋風絵画は亨和期(1801)をはさんで前後の第1,第2期,さ らに弘












昭和47年度(美 術 ・芸能 ・保存科学3部 合同)
昭和47年12月7日(木)17・50～20・20,朝日講堂において東京国立文化財研究所
20周年記念 「木と文化財」に関する講演会を開催した。































ない。その崩壊をどのようにして遅 らせ,ま た損傷を蒙 ったものを如何に補強して保
存するかが文化財保存科学 者の技術的使命である。それらの実例を二,三 述べる。
2樹 魂と芸能 芸能部郷土芸能研究室長 三 隅 治 雄
(1)樹魂伝説
(A)神仏影向
神降松 ・オボツ松 ・踊松 。天狗杉 ・棺懸桜 ・鉾の木 ・杖樟 ・杖桧 ・逆藤など
(B)祈願 ・奇瑞
笠松 ・袖取松 ・一鍬松 ・夜泣杉 ・子授銀杏 ・杖椿 ・女夫槻 ・縁切榎
(C)崇り ・怪異
起松 ・虚焦僧桜 ・捻り松 ・杖棒 ・逆栗 ・逆椿 ・化柳 ・入房梅 ・夫婦柊など
D予 兆 ・ト占
65
鬼の松 ・矢立杉 ・苗代桜 ・種蒔桜 ・核割梅 ・鉾の木く榎〉 ・二服薄 ・二
股竹など
(2)神木の条件
闘 形状(巨 大 ・直立 ・空洞 ・奇形など)








松 ・杉 ・榊 ・桧 ・樟 ・柳 ・桜 ・椿 な ど
(B)呪 具
祝 い 棒 ・福杖 ・削 り花 ・御 鷹 木 な ど
(C)採 り物(芸 能 に関 して)
松 ・榊 ・笹 ・竹 ・梅 ・樒 ・ニ ワ トコな ど
{D)か ぶ り 物 ・か ざ し
葛 ・薄 ・クバ ・椋 椙 ・藤 ・葵 ・:14i:ilなど
〔例 示〕 イ ザ イホ ー 次 節(沖 縄 知 念 村 久 高)
巫女4,団に 初加 入 す る ナ ンチ ュの 扮 装 の 変 化 の経 過を 示 す 。
日 行 事 名 髪 ・髪飾 衣 裳
初 日 夕神遊び 垂れ髪 胴衣 ・ド裳
























3霊 木と仏像 ・神像 美術部第一研究室長 久 野 健
日本人は古くから,こんもりと葉の繁 った大樹や山上に亭々とそびえる巨木に霊性
を感じ,神木として信仰する風があった。六世紀中葉に仏教が我が国に伝えられ,仏
































46年10月より47年8月まで西欧八力国に出張し,と くに,オ ランダ ・ライデ ン大学図
書館において川原慶賀など多数の江戸時代洋風画家の作品 ・資料を調査し帰国 した。
国内における活動については前記各項に記されている如くであるが,学 会関係とし




けている。また,外 国の研究者で芸能部員の指導をうけ,施設 ・資料を利用 して研究
する者も現われた。晦外における調査研究活動については,横道萬里雄音楽舞踊研究






国内における関係学会としては,部 員は各専門別に,芸能学会 ・芸能史研究会 ・中
世文学会 ・東洋音楽学会 ・日本演劇学会 ・日本歌謡学会 ・日本近世文学会などに参加


















ンターにおいて開かれ次の3名 が講師を委嘱された。登石部長(保 存科学),樋 口主
任研究官(素 材の化"的 補修技術),新 井伎官(木 材の生物劣化とその防除)。
10月第17回修理技術者(美 術L芸品)講i丹会が河内長野IIJ金岡1持}会館にて開かれた
が,新 井技官は講師を委嘱 されて,木材と紙類を中心にして,加害生物(微 生物 ・昆
虫)の 種類とその加害様相などについて講演した。
昭和47年9刀21U'V'所別館会議室で,文 化財1堪存科学研究協議会を開催,文 化庁文




文化庁文化財保護部文化財鑑査官,管 埋課長,記念物課担当官,美 術工芸課,建 造物
課の課長並びに担当官の出席を得て,昭和47年度調査研究概要,昭和48年度調査研究
予定,ロ ーマセンターに関する事項,韓iに おける文化財保存について等の報告を行












雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能
の研究に必要な図書3,449冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・









美 術 部 芸 能 部 保存科学部
計
和漢書 洋 書 和漢書 洋 書 和漢書 洋 書
昭和46年度 514冊 14冊 150冊 一 20冊 24冊 722冊














レコー ド ・録 音 テー プ ・写 真(8ミ リ ・16ミリシ ネを 含む)等 に よ る芸 能 資 料 を 多
数 そな えて い る。 レ コー ドに は毎 年 各 製作 会 社 か ら 発売 され る伝 統 芸能 関 係 レ コー ド
の ぼ か,昭 和35年度 文 部 省機 関1冴究 費 に よ って購 入 した 安 原 コ レ ク シ ョ ン レ コ ー ド
5,450枚が 含 まれ て い る 。 安原 コ レク シ ョ ンは,明 治 ・大11三・昭 和 三代 に わ た 一,て刊
行 され た各 種邦 楽 レ コー ドを 網 羅 した もの で,近 代 に お け る邦 楽 の実 態 と変遷 を 知 る
上 で の 貴 椴 な資 料 と な る もの であ る。 録 音 テー プ 及 び写 真 は,雅 楽 ・能 ・歌舞 伎 ・文
楽 ・邦 楽 ・邦 舞 ・寺院 行 」い 民 俗 芸能 そ の他 の伝 統 芸能 を 対 象 に記 録 して きた もので,
奏演 法 の解 析 を 中心 と した 写 真 ・テー プ,あ るい は各 種 文 辞の 記 録 写 真な ど も 含ん で
い る。 種 別 に よ る所 蔵 数 は 次 の と お りであ る。
区 分 レ コ ー ド 録音テープ
シ ネ フイ ル ム
写 真
$m/m 16m/m
昭相46年度末 5.815枚 1,486本 101本 3本 多 数
昭相47年度 一 164 40 〃





































































































































































































めに設けられたもので,そ の油絵 ・素描 ・画架等を陳列 している。
収蔵 されているものは,抽絵125点・素描170点・スケッチブック等若干である。
これらは創甑当時主として黒田家から.,贈されたものであるが,そ の後,樺 山愛輔
黒田照子 田中良氏等か らの寄贈 もふくまれており,随時陳列替を行なっている。毎
週木曜日午後1時か ら4時まで 一般に無料公開 している。陳列品の主なものは,「知























































































































































































































































































文 部 技 官 鶴 田 武 良 昭47・12・1
// 河 野 元 昭 46・101
専 門 職 員 橋 本 弘 次 21615
文 部 技 官 市 川 和 正 30・71
// 野久保 昌 良 36・101
芸 能 部 部 長 浦 山 政 雄 27・101
演劇研究室 室 長 事 務 取 扱 浦 山 政 雄
文 部 技 官 中 村 茂 子 39・?1
調査 研 究 員(非)宮 本 瑞 夫 4151
音 楽 舞 踊
研 究 窒 室 長 横 道 萬里雄
28・316
文 部 技 官 佐 藤 道 子 30・516
調 査 研 究 員(非)松 本 雍 44・91
郷 士 芸 能
研 究 室 室 長
三 隅 治 雄 27・10・1
調 査 研 究 員(非)仲 井 幸二郎 41・51
保 存 科 学 部 部 長 登 石 健 三 27,101
主 任 研 究 官 樋 口 清 治 37・111
化学 研究室 室 長 江 本 義 理 27・41
文 部 技 官 門 倉 武 夫 32・51
物理研究室 室 長 事 務 取 扱 登 石 健 三
文 部 技 官 見 城 敏 子 29・9・1
// 石 川 陸 郎 32・415
生物研 究室 室 長 事 務 取 扱 岩 崎 友 吉
文 部 技 官 新 井 英 夫 45・91
調 査 研 究 員(非) 江 本 義 数 33・5・1
修 理 技 術
研 究 室 室 長 岩 崎 友 吉
27・4・1
文 部 技 官 中 里 寿 克 39・11








所 属 官 職 名 氏 名 在 職 期 間 備 考




織 田 裕 子








所 属 官 職 名 氏 名 在 所 期 間
所 長 事 務 代 理 矢 代 幸 雄 27・4～28・11
所 長 田 中 一 松 27・10～40・3
庶務課(室) 雇(事 務) 山 田 秀 昭 2510^-284
庁 務 補 助 員 長 沢 ア イ 27・5～29・5
雑 仕 吉 野 茂 七 21・11～29・12
// 諸 星 ハ ル 205^-2912
臨 時 筆 生 藤 森 園 子 29・6^-3111
庶 務 係 長 加 藤 輝 之 27・10-v3411
〃 安 岡 潤 34・11^-3610
文 部 事 務 官 長 沢 朝 夫 29・5^-3611
警 務 員 鵠 田 豊次郎 29・4^-383
庶 務 係 長 鬼 山 光 義 36・10^-384
事 務 員 長 沢 道 子 3112x-39?
課 長 小 島 忠 二 26・5～40・3
作 業 員 糟 谷 愛 子 37・2～40・12
事 務 員 中 村 圭 子 35・11-V401
警 務 員 鎌 田.幸 四郎 29・1～41・2
課 長 補 佐 守 谷 安 知 38・4～41・6
文 部 事 務 官 本 間 春 次 40・4～42・3
課 長 野 島 弥三郎 414^-443
事 務 補 佐 員 横 川 千代子 43・4443
課 長 岩 田 守 夫 444^-454
技 能 補 佐 員 三 次 ヨ シ 45・4^-463
警 務 員 友 田 薫 412^-473
美 術 部 研 究 所 文 部 技 官 島 田 修二郎 23・7^-2611
第一研 究室文 部技官 白 畑 よ し 5・6～27・8
部 長 松 本 栄 一 24・8～27・10






































































































































































































































































































































































V皿関 係 法 規
・文部省設置法儂欝 蝶 撒 言脚26ゆ(抄)
第3節 附属機関
(附属機関)







2前 項の機関(日本芸術院を除 く。)の 長は,文化庁長官の申出により,文部大臣
が任命する。
(国立文化財研究所)
第41条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を
行なう機関とする。
2国 立文化財研究所の名称及び位趾は,次 のとお りとする。
??
?
名 称 位 置
東京国立文化財研究所 東 京 都
奈良国立文化財研究所 奈 良 市
国立文化財研究所には,支所を置くことができる。
国立文化財研究所及びその支所の内部組織は,文部省令で定める。
































4資 料i,;sにおいては,美 術の研究に関する資料の作成,収集,整 理,保 管,公 表及
び閲覧並びに光学的方法による美術の研究を行なう。
(芸能部の3室 及び事務)
















第122条 保存科学部に,化学研究室,物 理研究室,生 物研究室及び修理技術研究室
を趾く。
2化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査断究(分析化学
































2各 国立大学,各 国立高等専門学校,各 国立高等学校,各 国立青年の家,各 国立博
物館,各 国立近代美術館及び各国立文化財研究所の定員は,国立学校及び本省の附










機 関 定 員
東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 46人
附 則
この裁定は,昭和47年4月1日から適用する。








遁 関 係 法 規





諭養成所の所長,教 授,助 教授及び助手については,法 第4条 〔採用及び昇任の方






一 法第4条 第1項 〔採用及び昇任の選考〕については,国立学校設置法第3章 の
2に規定する機関の長及びその職員にあっては 「文部省令で定めるところにより
任命権者」,そ の他の機関の長及びその職員にあっては 「任命権者」


























題雛 謝 麟 裁定)
(趣旨)
































y関 係 法 規
2所 長は,前項に定めるもののほか,必 要と認める条件を別に定めることができる。
3委 託者が国の機関,政府関係機関または,地 方公共団体である場合は,第1項 第
3号および第5号の条件は,これを付 さないことができる。












































、昭 和48年10月5日 印刷 非 売 品
昭 和48年10月15日発行
発 行者 東京 国立文化財研究所
代表者 関 野 克
東京都台東区上野公園13-27
嚇
w
?
?
